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人
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表
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佐
伯

さ

え

き 

莉
子

り

こ 
 

（
２
７
） 

会
社
員 

高
橋

た
か
は
し 

誠
ま
こ
と 

 

（
３
５
） 

莉
子
の
上
司 

馬
場

ば

ば

 

美 み

智 ち 
 

（
２
７
） 

バ
ー
店
主
・
莉
子
の
友
人 

神
谷

か

み

や 

悠 ゆ
う

真 ま 
 

（
３
０
） 

新
社
長 

 

    

こ
と
わ
ざ 

 

「
嘘
か
ら
出
た
ま
こ
と
」
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１
． 

会
社
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
（
夕
） 

丸
ぶ
ち
眼
鏡
を
か
け
た
地
味
系
女
性
の
佐
伯
莉
子
（
２
７

）、

小
太
り
上
司
の
高
橋
誠
（
３
５
）
に
腕
を
掴
ま
れ
て
い
る
。 

莉
子 

「
あ
、
あ
の…

…

」 

高
橋 

「
あ
、
悪
い
悪
い
。
さ
す
が
に
不
味
い
よ
ね
」 

ニ
ヤ
リ
と
イ
ヤ
ら
し
い
笑
み
。 

掴
ん
だ
手
を
咄
嗟
に
離
す
。 

莉
子 
「
職
場
で
す
」 

高
橋 

「
と
は
い
え
仕
方
な
く
な
い
？ 

デ
ー
ト
乗
っ
て
こ
な
い
ん
だ
か
ら
。

僕
だ
っ
て
別
に
職
場
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
」 

莉
子 

「…
…

何
度
も
言
っ
て
ま
す
け
ど
」 

高
橋
、
遮
っ
て
、 

高
橋 

「
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
。
じ
ゃ
あ
こ
う
し
よ
う
」 

莉
子 

「
え
？
」 

高
橋 

「
い
く
ら
ほ
し
い
？
」 

莉
子 

「
は
い
？
」 

高
橋 

「
ほ
ら
、
レ
ン
タ
ル
彼
氏
っ
て
あ
る
で
し
ょ
。
な
っ
て
あ
げ
る
よ
。

そ
れ
だ
っ
た
ら
問
題
な
い
で
し
ょ
」 

莉
子 

「
あ
の…

…

」 

高
橋 

「
何
？
」 

莉
子 

「…
…

本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
」 

高
橋 

「
い
や
い
や
、
ま
だ
何
も
始
ま
っ
て
な
い
か
ら
ね
。
わ
か―

―
」 

莉
子
、
高
橋
の
言
葉
を
遮
っ
て
、 

莉
子 

「
わ
、
私
彼
氏
い
ま
す
」 

高
橋 

「
は
？
」 

莉
子 

「
だ
、
だ
か
ら
付
き
合
う
と
か
で
き
な
い
ん
で
す
」 

高
橋
、
ポ
カ
ン
と
し
て
い
る
。 

莉
子
、
言
っ
て
し
ま
っ
た
と
口
を
震
わ
せ
て
い
る
。 

通
路
を
曲
が
っ
た
先
、
莉
子
た
ち
を
見
て
い
る
人
影
が
あ
る
。 

 

２
． 

バ
ー
・
外
観
（
夜
） 路

地
裏
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
隠
れ
家
的
バ
ー
。 

「B
a
r B

a
li

」
と
ア
ジ
ア
ン
リ
ゾ
ー
ト
風
の
看
板
。 

 



 2 

３
． 

バ
ー
・
店
内
（
昼
） 薄

暗
い
店
内
は
、
南
国
バ
リ
の
雰
囲
気
を
思
わ
せ
る
ア
ジ
ア

ン
テ
イ
ス
ト
の
イ
ン
テ
リ
ア
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
な
り
に
繁
盛
し
て
お
り
、
客
た
ち
は
静
か
に
談
笑
中
。 

莉
子
、
カ
ウ
ン
タ
ー
席
。
グ
ラ
ス
を
磨
く
店
長
の
馬
場
美
智

（
２
７
）
と
話
し
て
い
る
。 

「I L
O

V
E

 B
A

L
I

」
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
美
智
は
素
っ
頓

狂
な
声
で
、 

美
智 

「
莉
子
に
彼
氏
だ
と
？
」 

客
た
ち
は
一
斉
に
美
智
を
見
る
。 

莉
子
、
気
ま
ず
そ
う
に
顔
を
伏
せ
る
。 

美
智
、
我
に
返
り
、 

美
智 

「
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
こ
っ
ち
の
話
な
ん
で
、
み
な
さ
ん
ご
歓

談
あ
れ
～
」 

客
た
ち
は
談
笑
再
開
。 

美
智
、
ぐ
っ
と
莉
子
に
顔
を
近
づ
け
て
、 

美
智 

「
彼
氏
い
な
い
歴
＝
年
齢
だ
ろ
」 

莉
子 

「
だ
か
ら
、
嘘
つ
い
た
ん
だ
よ
」 

美
智 

「
い
や
待
て
よ
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
と
も
と
れ
る
」 

莉
子 

「
ん
？
」 

美
智 

「
課
長
か
ら
告
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
。
圧
倒
的
チ
ャ
ン
ス
だ
」 

莉
子 

「
話
聴
い
て
た
よ
ね
？
」 

美
智 

「
撤
回
だ
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
」 

莉
子 

「
待
っ
て
」 

美
智
は
構
わ
ず
続
け
る
。 

美
智 

「
課
長
な
ら
き
っ
と
そ
れ
な
り
の
給
料
だ
。
独
身
を
貫
い
て
い
る
な

ら
貯
金
だ
っ
て
あ
る
は
ず
。
莉
子
の
こ
と
大
好
き
な
ら
尽
く
し
て

く
れ
る
。
こ
れ
ぞ
理
想
の―

―

」 

莉
子
、
遮
っ
て
、
大
声
で
、 

莉
子 

「
タ
イ
プ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
て
」 

客
た
ち
は
一
斉
に
莉
子
を
見
る
。 

莉
子
、
気
恥
ず
か
し
そ
う
に
ト
ー
ン
を
落
と
し
て
、 

莉
子 

「
小
太
り
き
も
オ
ヤ
ジ
。
金
で
私
を
買
お
う
と
し
て
き
た
」 

美
智 

「
そ
っ
ち
系
か
」 
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莉
子 

「
あ
ま
り
に
誘
っ
て
く
る
か
ら
嘘
つ
い
た
ん
だ
け
ど…

…

」 

美
智 

「
ス
ト
ー
カ
ー
入
っ
ち
ゃ
っ
て
る
の
ね
」 

莉
子 

「
証
拠
も
せ
が
ん
で
き
た
」 

美
智 

「
は
、
彼
氏
の
？
」 

莉
子 

「
諦
め
が
つ
か
な
い
っ
て
」 

美
智 

「
激
や
ば
キ
モ
男
じ
ゃ
ん
」 

莉
子 

「
で
も
証
拠
出
さ
な
い
と
ま
た
誘
わ
れ
る
」 

美
智 
「
な
る
ほ
ど
ね
」 

莉
子 

「
ど
う
し
よ…

…

」 
カ
ウ
ン
タ
ー
席
、
莉
子
た
ち
の
話
を
聴
い
て
い
る
男
が
い
る
。 

暗
が
り
で
顔
は
判
然
と
し
な
い
。 

 

４
． 

バ
ー
近
く
の
道
（
夜
） 

店
か
ら
莉
子
が
出
て
く
る
。 

ス
マ
ホ
を
確
認
し
、
た
め
息
。 

画
面
、
高
橋
か
ら
の
誘
い
の
連
絡
が
多
数
。 

莉
子
、
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
て
い
く
。 

悠
真
の
声
「
幸
せ
が
逃
げ
ま
す
よ
」 

莉
子
、
ハ
ッ
と
し
て
振
り
返
る
。 

ス
ラ
リ
と
し
た
体
躯
の
爽
や
か
好
青
年
、
神
谷
悠
真
（
３
０
）

が
颯
爽
と
歩
い
て
く
る
。 

悠
真 

「
大
変
そ
う
で
す
ね
」 

莉
子
、
不
思
議
そ
う
な
視
線
を
投
げ
か
け
、 

莉
子 

「
あ
の…

…

」 

悠
真 

「
す
い
ま
せ
ん
、
聴
こ
え
ち
ゃ
っ
て
」 

莉
子 

「
あ
あ
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
御
見
苦
し
い
と
こ
ろ
を
」 

悠
真 

「
ス
マ
ホ
、
お
借
り
し
て
い
い
で
す
？
」 

莉
子 

「
は
い
？
」 

悠
真 

「
ス
マ
ホ
」 

莉
子 

「
あ
の
、
ど
う
い
う―

―

」 

悠
真
、
す
っ
と
莉
子
か
ら
ス
マ
ホ
を
奪
う
。 

そ
し
て
す
か
さ
ず
莉
子
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
る
。 

悠
真 

「
こ
れ
で
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
で
す
？
」 

莉
子 

「
は
あ…

…

」 
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悠
真 

「
彼
氏
、
俺
が
な
ら
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ
」 

莉
子 

「
し
、
失
礼
で
す
が
、
あ
な
た
は…

…

？
」 

悠
真
、
問
い
に
は
答
え
ず
、
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
。 

莉
子
、
思
わ
ず
、 

莉
子 

「
あ
の
」 悠

真
、
立
ち
止
ま
り
、
振
り
返
る
。 

莉
子 

「
ど
う
い
う
つ
も
り
な
ん
で
す
か
」 

悠
真 
「
そ
の
う
ち
わ
か
る
さ
」 

ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
て
、
立
ち
去
る
。 

莉
子
、
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
。 

ス
マ
ホ
画
面
、
莉
子
と
悠
真
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
。 

 

５
． 

会
社
・
大
会
議
室
（
昼
） 

ホ
ー
ル
風
の
つ
く
り
。
壇
上
に
は
「
〇
〇
株
式
会
社 

新
社

長
就
任
式
」
の
看
板
が
で
か
で
か
と
飾
ら
れ
て
い
る
。 

社
員
た
ち
は
続
々
と
入
っ
て
来
て
、
席
に
着
く
。 

 

６
． 

会
社
・
廊
下
（
昼
） 大

会
議
室
の
外
。 

莉
子
は
高
橋
に
相
対
し
て
い
る
。 

高
橋 

「
だ
か
ら
さ
、
何
度
も
言
わ
せ
な
い
で
よ
」 

大
会
議
室
に
社
員
た
ち
が
入
っ
て
い
く
。 

莉
子 

「
彼
氏
が
写
真
は
Ｎ
Ｇ
だ
っ
て
」 

高
橋 

「
い
や
い
や
、
莉
子
ち
ゃ
ん
。
ど
う
せ
つ
く
な
ら
も
っ
と
マ
シ
な
嘘

つ
こ
う
か
」 

莉
子 

「
嘘
じ
ゃ
な―

―

」 

高
橋
、
遮
っ
て
、 

高
橋 

「
例
え
ば
ね
、
レ
ン
タ
ル
彼
氏
雇
っ
て
、
そ
の
写
真
を
見
せ
る
と
か
」 

莉
子 

「…
…

」 

高
橋 

「
莉
子
ち
ゃ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
見
え
見
え
の
バ
レ
バ
レ
だ
と
は
思
う

け
ど
、
写
真
Ｎ
Ｇ
よ
り
は
よ
っ
ぽ
ど
マ
シ
」 

莉
子
、
大
き
く
た
め
息
を
つ
く
。 

高
橋 

「
ま
あ
、
い
い
よ
。
今
度
さ
、
映
画
行
こ
。
と
り
あ
え
ず
就
任
式
終

わ
っ
た
ら
、
２
人
で
話
そ
っ
か
」 
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高
橋
、
莉
子
の
肩
に
な
れ
な
れ
し
く
触
れ
よ
う
と
す
る
。 

す
る
と
、
そ
の
手
が
掴
ま
れ
る
。 

高
橋
、
驚
い
て
顔
を
あ
げ
る
。 

悠
真
が
高
橋
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。 

高
橋 

「
誰
？
」 莉

子
、
悠
真
を
チ
ラ
ッ
と
見
て
、
目
を
見
開
く
。 

悠
真 

「
写
真
、
使
っ
て
な
い
ん
だ
」 

高
橋
、
悠
真
の
手
を
振
り
ほ
ど
き
、 

高
橋 

「
な
、
な
ん
な
ん
だ
よ
」 

悠
真 

「
こ
れ
は
失
礼
。
就
任
式
、
も
う
始
ま
り
ま
す
よ
」 

高
橋
、
莉
子
を
見
つ
め
て
、 

高
橋 

「
莉
子
ち
ゃ
ん
、
ま
た
あ
と
で
話
そ
う
」 

高
橋
は
そ
そ
く
さ
と
大
会
議
室
に
入
る
。 

莉
子
、
俯
き
が
ち
に
悠
真
を
見
つ
め
る
。 

悠
真 

「
俺
が
彼
氏
に
な
る
っ
て
言
っ
た
の
に
」 

莉
子 

「…
…

結
構
で
す
」 

悠
真 

「
え
？
」 

莉
子 

「
誰
か
知
ら
な
い
人
に
頼
む
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
」 

悠
真 

「
知
ら
な
い
人
ね…

…

」 

ふ
っ
と
笑
み
を
こ
ぼ
す
。 

 

７
． 

会
社
・
大
会
議
室
（
昼
） 

数
百
人
あ
ま
り
の
社
員
た
ち
は
一
様
に
壇
上
に
視
線
を
向
け

て
い
る
。 

壇
上
、
マ
イ
ク
を
持
つ
悠
真
。 

モ
ニ
タ
ー
に
は
「
新
社
長 

神
谷
悠
真
」
の
文
字
と
彼
の
経

歴
が
ず
ら
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

悠
真 

「
本
日
よ
り
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
神
谷
悠
真
で
す
」 

隅
の
方
に
座
る
莉
子
、
悠
真
に
視
線
が
釘
付
け
。 

悠
真 

「
私
が
掲
げ
る
改
革
は
ズ
バ
リ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
。

慣
れ
親
し
ん
だ
や
り
方
、
慣
習
、
そ
ん
な
も
の
は
全
部
ク
ソ
喰
ら

え
で
す
」 

莉
子
、
ど
こ
か
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
と
い
っ
た
様
子
で
話
が
耳

に
入
っ
て
い
な
い
。 
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悠
真 

「
執
着
な
ど
無
価
値
。
私
と
共
に
新
た
な
価
値
を
創
出
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」 

社
員
た
ち
は
一
斉
に
拍
手
を
す
る
。 

悠
真 

「
あ
と
そ
れ
か
ら
」 

拍
手
が
鳴
り
や
む
。 

悠
真 

「
こ
の
会
社
に
は
私
の
大
切
な
人
が
い
る
」 

会
場
か
ら
ざ
わ
め
き
。 

高
橋
は
興
味
な
い
の
か
、
鼻
を
ほ
じ
っ
て
い
る
。 

悠
真 

「
佐
伯
莉
子
さ
ん
」 

高
橋 

「
え
、
莉
子
ち
ゃ
ん
」 

社
員
た
ち
の
視
線
が
莉
子
に
注
が
れ
る
。 

悠
真 

「
彼
女
は
私
の
婚
約
者
で
す
」 

莉
子
、
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
。 

悠
真 

「
男
性
社
員
の
み
な
さ
ん
、
私
情
で
恐
縮
で
す
が
、
彼
女
に
は
指
一

本
、
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
」 

莉
子 

「
い
や…

…

」 

肯
定
も
否
定
も
で
き
な
い
。 

 

（
終
わ
り
） 


